
ヒマワリをタネから育て、搾油・再利用へつなぐ循環型プロジェ
クトを軸に、園芸が地域のつながりと環境意識を育てる力を紹介。

参加型の栽培体験や交流の事例を通じて、市民一人ひとりが担
い手となるまちづくりを提案し、国際園芸博へ向けて園芸の魅力
と可能性をお話いたします。

【 講師 】 園芸家

    ふ か ま ち た か こ

深 町 貴 子 先生
  【 日時 】   ２０２6年１０月 ８日 （木）
                 １８：００ 開場 １８：３０ 開演～２０：００終了

【 会場 】 横浜市社会福祉センター 4Ｆ ホール
          ( 横浜市中区桜木町 １－1 横浜市健康福祉総合センター内 ）

【 講師略歴 】   

神奈川県川崎市出身の園芸家。東京農業大学短期大学部を卒業後、企業勤務を経て1996年に造
園・農業・園芸に関わる会社「タカ・グリーン・フィールズ」を設立。コミュニティガーデンの指導や商品
企画を行い、テレビや講演で園芸の魅力を普及する。NHK「やさいの時間」講師などメディアで知ら
れ、多数の著書を持つ。最近では「まちなか向日葵しぼり隊」という活動団体を立ち上げ、壮大なプロ
ジェクトへと発展中。

２０２６年 秋期 第３回 横濱市民講座

『タネから広げる、まちの未来』
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